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森の国文化祭　
文化協会40周年を記念して、国の重要無形民族文化財である津

つ の や ま
野山神

か ぐ ら
楽（高知県檮原町）が

出演しました。
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森 の国だより

森
の
国
文
化
祭

11
2-3

　

11
月
２
日
㈭
、
３
日
㈮
の
２
日
間
、

「
松
野
町
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念

森
の
国
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
日
に
か
け

て
書
道
・
華
道
・
絵
画
・
押
花
絵
・
俳

句
・
ち
ぎ
り
絵
・
写
真
・
児
童
生
徒
作

品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
好

評
の
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
書
道
・

生
け
花
・
押
花
絵
・
大
正
琴
・
和
太
鼓
・

軽
音
楽
・
茶
道
の
７
部
門
で
実
施
さ
れ
、

各
会
場
は
文
化
体
験
を
行
う
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３

日
に
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
・

日
舞
・
吟
詠
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正
琴
・

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
三
味

線
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
キ
ッ
ズ
英
会
話
ス

ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
英
語
歌

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
文
化
協
会
創
立
40
周
年
を
記
念
し

て
、
津
野
山
神
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
約
２
０
０
名
の
観
客

は
、
優
美
荘
重
な
舞
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
も
ち
ま

き
も
行
わ
れ
、
40
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
研
究
協
議
会
を
中
心
と

し
た
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
ば

ら
寿
司
や
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
、
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
サ
ン
ド
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
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愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

デ
モ
ス
ポ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

10
８

　

10
月
８
日
㈰
、
松
野
中
学
校
で
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
全
域
か
ら
32
チ
ー
ム
、
１
８
５
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
坂
本
町
長
、
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
土
居
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
富
岡
ク
ラ
ブ
の
杉
本
喜
久
子
さ
ん
、
松
西
ジ
ュ
ニ
ア
の

服
部
久
司
さ
ん
、
松
本
拓
実
さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
役
員
に
よ
る
始
球
式
の
後
、
各
チ
ー
ム
は
８
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予

選
の
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
松
野
西

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
チ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
秋
晴
れ
の
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
各
コ
ー

ト
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
映
画
上
映
会

10
28

　

10
月
28
日
㈯
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
事
業
と
し
て
、「
ペ
コ
ロ

ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
の
映
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
、
一
部
・
二
部
合
わ
せ
て
約
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
映
に
先
立
ち
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、「
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
た
ロ
バ
隊
長
を
、
松
野
中
学
生
や
サ
ロ

ン
活
動
の
参
加
者
等
と
作
っ
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
ロ
バ
隊
長
は
、
資
料
を
入
れ

た
バ
ッ
ク
に
結
び
つ
け
て
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
心
温
ま
る
ロ
バ
隊
長
の
意
味
が
わ
か
っ
た
。」

「
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
て
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

映
画
「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
は
、
長
崎
在
住
の
漫
画
家
・
岡
野
雄
一
氏
の
エ
ッ
セ

イ
漫
画
を
映
画
化
し
た
も
の
で
す
。
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
な
介
護
や
認

知
症
を
、「
ボ
ケ
る
と
も
、
悪
か
事
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
か
も
し
れ
ん
。」
と
、
自
身
の
体
験
を
も
と

に
描
か
れ
、
全
国
で
も
多
く
の
共
感
と
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　

上
映
後
、「
や
は
り
泣
け
ま
す
。
行
く
道
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
。」と
い
っ
た
切
実
な
感
想
や「
近

隣
の
地
域
住
民
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
。」「
映
画
だ
と
す
ご

く
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
族
や
地
域
の
方
々
の
認
知
症
へ
の
理

解
が
必
要
で
す
。
今
回
は
家
族
で
の
参
加
も
多
く
、
家

族
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

上
映
後
の
皆
さ
ん
の
や
さ
し
い
笑
顔
が
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
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第
２
回
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス

10
29

 

10
月
29
日
㈰
、「
第
２
回
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
林
道
な
ど
の
オ
フ
ロ
ー
ド
を
含
む
コ
ー
ス
を
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
で
走
行
す
る
大
会
で
、
当
日
は
風
雨
な
ど
の
気
象
状
況
を
考
慮

し
コ
ー
ス
を
一
部
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
は
最
長
１
４
０
㎞
の
松
野
〜
西
土
佐
地
域
の
一
般
道
・
林
道
の
広

い
エ
リ
ア
が
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
今
回
は
虹
の
森
公
園
〜
目
黒
林
道
に
限

定
し
た
コ
ー
ス
に
変
更
し
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
１
〜
３
周
の
周
回
設
定
で
レ
ー

ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
申
込
時
点
で
半
数
以

上
が
四
国
外
と
い
う
構
成
で
、
こ
の
地
域
の

魅
力
あ
る
自
然
や
風
土
が
注
目
を
集
め
て
お

り
、
全
国
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
５
時
30
分
、
雨
の
中
１
８
０
台
が
一

斉
に
目
黒
方
面
に
向
か
っ
て
虹
の
森
公
園
前

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
標
高
７
０
０
ｍ
を

超
え
る
目
黒
林
道
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
も
の

と
も
し
な
い
猛
者
揃
い
の
参
加
者
は
、
補
給

ポ
イ
ン
ト
の
南
小
学
校
で
、
休
憩
し
な
が
ら

水
分
や
食
べ
物
の
補
給
を
し
、
こ
の
難
関
コ
ー

ス
の
攻
略
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
風
雨
に

よ
る
林
道
の
状
況
悪
化
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、

途
中
で
中
断
と
な
り
ま
し
た
が
、
虹
の
森
公

園
で
は
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
た
ち
の
満
足
そ
う

な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
実
行
委
員
会
よ
り
】

　

開
催
に
あ
た
り
、
早
朝
の
通
行
制
限
へ
の

ご
協
力
や
有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
主
催
の
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー

ス
実
行
委
員
会
で
は
、
次
回
大
会
を
更
に
安

全
で
充
実
し
た
内
容
で
開
催
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会

10
28-30

　

10
月
28
日
㈯
か
ら
30
日
㈪
ま
で
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」
が
県
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
城
一
弘
さ
ん
（
松
丸
）
と
井
上
聡
さ
ん

（
富
岡
）
が
愛
媛
県
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
陸
上
競
技
２
種
目

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
開
会
式
で
炬
火
走
者
と
し

て
第
２
走
者
を
堂
々
と
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
競
技
当
日
は
、
台

風
の
影
響
で
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
二
人
と

も
見
事
に
２
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
選
手
た
ち
の
正
々
堂
々
と
最
後
ま
で
諦
め
ず
戦
う
姿

に
、
大
き
な
感
動
を
も
ら
っ
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

出場選手 種　　目 順　位 記　　録

岩　城　一　弘
立幅跳（２部） １位 ２ｍ33㎝
ソフトボール投（２部） １位 62ｍ86㎝

井　上　　　聡
100ｍ（１部） １位 26秒21（大会新記録）
スラローム（１部） １位 １分17秒５

祝 金メダルおめでとう！

▼

前列　井上　聡さん　　岩城一弘さん



　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

5

　

延
野
々
に
本
社
を
置
く
キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ

㈱
は
、
冷
凍
食
品
・
チ
ル
ド
食
品
を
製
造
す
る

会
社
と
し
て
昭
和
59
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
元
に
届
く
と
き
に
は
、
店
舗
で
調

理
さ
れ
て
お
り
、
気
付
か
な
い
間
に
食
べ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
ニ
カ
マ
の
国
内
シ
ェ

ア
は
業
務
用
冷
凍
食
品
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
そ
の
他
製
品
と
合
わ
せ
て
、
年
間
約
５
千

ト
ン
の
加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
に
安
全
で
安
心
な
食
品
を
お
届
け

す
る
た
め
、
品
質
管
理
の
国
際
規
格
認
証
取
得

や
新
商
品
の
研
究
開
発
の
ほ
か
、
廃
棄
物
の
削

減
な
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
安
心
と
環
境
に
も

配
慮
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ
㈱

▲キョクヨーフーズ㈱外観

起
業
家
教
育
に
お
け
る

企
業
見
学

　

10
月
17
日
㈫
、
松
野
中
学
校
３
年
生
31
名

が
起
業
家
教
育
を
目
的
に
、
キ
ョ
ク
ヨ
ー

フ
ー
ズ
㈱
の
工
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
地

元
で
安
心
し
て
働
け
る
場
と
し
て
、
キ
ョ
ク

ヨ
ー
フ
ー
ズ
㈱
で
は
学
校
関
係
の
工
場
見
学

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

▲

見
学
の
様
子
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１　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　　　　会　　　　記　　　　録

学年 種　　目 男女 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記　録 氏     名 校　名 記　録 年度

４　

年

60ｍ
男 松原　虹太 近　永  9"8 三好　啓太 近　永 10"0 渡邊　　陸 泉 10"1 新谷　侑希 近　永  8"9 H8
女 藤井　夢琉 近　永 10"2 馬木　里緒 日　吉 10"3 山本　寧音 近　永 10"5 河添　千秋 好　藤  9"3 H22

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 63"1 H4
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 64"3 H10

５　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 高平　晃成 近　永  9"1 髙田　莉玖 泉  9"2 若宮　史裕 近　永  9"4 高田　　司

新谷　侑希
泉
近　永  8"6 H5

H9

女 菊池　美青 近　永  9"7 善家　美空 好　藤  9"9 今城依瑠海 近　永  9"9 程内　由里
河添　千秋

三　島
好　藤  8"9 S60

H23

100ｍ
男 清家　大雅 近　永 16"1 板尾　隼人 松　南 16"1 松本　和幸 近　永 17"0 高田　　司 泉 13"9 H5
女 都能　明莉 近　永 15"6 川上　瑛愛 松　西 16"8 善家　里咲 好　藤 16"8 渡邉　風花 松　西 14"6 H11

60Ｈ
男 高平　晃成 近　永 10"1 高田　貞治 愛　治 11"2 加藤　諒也 松　西 11"6 田中　啓太 近　永  9"9 H19
女 今城依瑠海 近　永 11"2 川上　瑛愛 松　西 11"8 中尾　純蓮 松　西 11"8 岡山　　愛 近　永 10"2 H14

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 60"2 S51
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 62"4 H11

ソフトボール
投げ

男 高田　貞治 愛　治 50m40 塩崎　浩翔 三　島 41m79 川上　　嵐 近　永 38m02 末廣　真堂 愛　治 63m34 H8
女 稲田　美優 松　西 28m45 大金ひなた 三　島 26m80 上山　　楓 松　西 24m87 山本　由美 三　島 41m85 S58

走り幅跳び
男 若宮　史裕 近　永 3m42 髙田　莉玖 泉 3m40 清家　大雅 近　永 3m39 高田　貴生 愛　治 4m41 S56
女 都能　明莉 近　永 3m37 清家　冴絵 三　島 3m26 菊池　美青 近　永 2m97 河添　千秋 好　藤 4m05 H23

走り高跳び
男 岩谷　雅也 近　永 1m15 能田　哲史 近　永 1m10 大野　拓実 好　藤 1m05 森　　佳洋 近　永 1m33 S62
女 鈴木　由乃 松　西 1m18 一森　千世 松　西 1m15 河野　桃子 三　島 1m10 吉田明日香 日　吉 1m25 H9

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 井伊　俊成 近　永  8"9 松浦　士竜 近　永  9"0 山田　伸太 松　西  9"0 藤田　　亮 愛　治  8"3 H18

女 池田　茉緒 近　永  9"4 滝本　初音 松　東  9"6 北岡　　優 好　藤  9"7 武田　　茜
善家　陽菜

近　永
好　藤  8"8 H2

H28

100ｍ
男 松浦　大翔 三　島 14"3 松浦　士竜 近　永 14"5 河野　華瑛 近　永 14"9 松浦　　誠 近　永 13"1 S61
女 東　　晴七 松　東 15"1 北岡　　優 好　藤 15"6 金谷　美羽 松　西 16"0 河添　千秋 好　藤 13"9 H24

200ｍ 男 　 　  　 　  　 　  薬師寺正義 愛　治 28"7 S51

60Ｈ
男 井伊　俊成 近　永  9"7 山田　伸太 松　西  9"8 植木　翔也 愛　治 10"2 小野　政則 近　永  9"1 S61
女 戎　　真花 松　西 10"3 池田　茉緒 近　永 10"5 細川　惺菜 松　西 10"7 那須　幸恵 好　藤  9"7 H9

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 55"9 S61
女 　 　  　 　  　 　  三島小学校チーム 59"4 S61

ソフトボール
投げ

男 善家　　朗 好　藤 57m91 宇都宮永汰 近　永 52m57 有馬　拓郎 松　東 49m24 末廣　真堂 愛　治 74m36 H9
女 東　　晴七 松　東 41m55 藤田　鈴奈 近　永 33m56 武田　菜子 近　永 32m75 渡邊　春花 好　藤 53m32 H19

走り幅跳び
男 善家　　朗 好　藤 3m85 河野　華瑛 近　永 3m79 山﨑　　烈 松　西 3m59 薬師寺正義 愛　治 4m96 S51
女 戎　菜々子 松　西 3m88 滝本　初音 松　東 3m79 高村　日菜 近　永 3m53 河添　千秋 好　藤 4m66 H24

走り高跳び
男 植木　翔也 愛　治 1m34 稲井　遥幸 松　西 1m23 二宮　俊介

坂本　将貴
近　永
松　南 1m20 濱田　竜馬 愛　治 1m46 H14

女 戎　菜々子 松　西 1m24 細川　惺菜 松　西 1m21 福鹿　文音
藤岡里都花

好　藤
松　東 1m10 都　ちひろ 近　永 1m33 H21

共
通 400ｍＲ

男 矢口　由悟　　井伊　俊成
高平　晃成　　松浦　士竜 近　永 ◎58"0

(◎56"6)
山田　伸太　　白岩　力斗
山﨑　　烈　　加藤　諒也 松　西 61"3 高田　貞治　　植木　翔也

清家　　楓　　善家　大稀 愛　治 63"2 近永小学校チーム 58"8 H26

女 戎　　真花　　金谷　美羽
戎　菜々子　　細川　惺菜 松　西 62"4 高村　日菜　　池田　茉緒

松原　菜音　　都能　明莉 近　永 62"5 滝本　初音　　東　　晴七
藤岡里都花　　藤岡　希羽 松　東 63"0 近永小学校チーム 60"9 H28

北宇和郡小学校陸上競技大会記録
　10月25日㈬、鬼北町総合運動公園で平成29年度北宇和郡小学校陸上競技大会が開催されました。本町からは３校62名が参加
し、「最後まで　自分を信じて　自己ベスト」の大会テーマのもと、自己ベスト記録更新を目指して頑張りました。主な大会
結果は次のとおりです。

◎　大会新記録　　○　大会タイ記録

　

10
月
28
日
㈯
、
新
居
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
消
防
団
員

意
見
発
表
会
に
、町
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
（
蕨
生
）

の
矢
間
大
藏
さ
ん
が
県
消
防
協
会
南
予
支
部
代
表
と
し

て
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

矢
間
さ
ん
は
、２
０
１
４
年
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
大
阪
か
ら
移
住
し
て
、
地
元
消
防
団
に
入
団
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
移
住
者
と
し
て
の
消
防
団
と
の
関

わ
り
や
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
方
法
を
「
入
口
は
仲
間

と
し
て
の
消
防
団
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
性

だ
け
で
な
く
女
性
の
活
躍
す
る
場
も
増
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
消
防
団
事
務
局
（
防

災
安
全
課
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

消
防
団
事
務
局
（
防
災
安
全
課
）　

☎
42
・
１
１
１
１

消
防
団
員
意
見
発
表
会

　
最
優
秀
賞
受
賞
　

松
野
町
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部　

矢
間　

大
藏 
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平
成
29
年
２
月
９
日
、
平
成
23
年
度
か
ら
調
査
を
実

施
し
て
い
る
奥
内
地
区
の
「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村

景
観
」
が
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
は
「
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生

業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地

で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
」（
文
化
財
保
護
法
第
２
条
第
５

項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
文
化
的
景
観

と
は
「
地
域
ら
し
さ
」
な
の
で
す
。
ど
こ
に
で
も
あ
り

そ
う
な
、
し
か
し
ど
こ
に
も
な
い
景
観
。
こ
れ
が
文
化

的
景
観
（
地
域
ら
し
さ
）
な
の
で
す
。

　

町
で
は
、
現
在
目
黒
地
区
の
文
化
的
景
観
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
調
査
内
容
と
し
て
は
①
生

物
調
査
、
②
生
活
・
生
業
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
で

す
。
①
に
つ
い
て
は
、
自
動
カ
メ
ラ
設
置
や
現
地
で
の

観
察
等
に
よ
る
動
植
物
の
調
査
で
す
。
②
に
つ
い
て
は
、

目
黒
地
区
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
活
や
生
業
が
行
わ

れ
て
き
た
か
を
、
地
元
の
方
々
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
的
景
観
の
調
査
は
「
地
域
ら
し
さ
」
を
再
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
な
か
に
こ
そ
、
そ

の
土
地
で
生
活
す
る
人
々
の
知
恵
（
地
域
ら
し
さ
）
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
調
査
を
継
続
し
「
地
域
ら
し
さ
」
を
発
見
し

て
い
き
ま
す
。

文
化
財
通
信

▲聞き取り調査の様子 ▲生物調査の様子

～メッセージ～　喜寿を祝う同窓会開催

　翌日、お互い元気で再会できることを祈って散

会しました。

　　　　　　　喜寿を祝う会代表
　　　　　　　　　　山木　健二郎（兵庫県在住）

　10月18日㈬、森の国ホテルで松丸小学校昭和27

年度卒業、松野西中学校昭和30年度の卒業生が全

国から31名集まり、同窓会が開催されました。

　当日は、松野西小学校の校門付近及び通学路の

奉仕活動を行い、ぽっぽ温泉で汗を流した後、喜

寿を祝う同窓会が開かれました。鬼城太鼓の演奏

や友との歓談に、笑いあり喜びありの楽しい１日

となりました。
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世帯数　2,090世帯（前月比 ＋31世帯）

総人口　4,137人 （前月比 ＋20人）
　　　　男1,938人　女2,199人
【10月中の異動】
　　　　○出　生　１人　○死　亡　６人
　　　　○転　入　61人　○転　出　35人

平成29年10月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
十
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

秋
の
鳶
空
の
青
に
も
染
ま
ず
舞
う 

伊
井　

は
じ
め

荒
海
や
沖
ゆ
く
舟
に
秋
日
さ
す 

伊
藤　
　

富
子

秋
夕
日
峠
に
向
か
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

金
谷　
　

恵
子

ぬ
り
絵
す
る
終
の
学
舎
秋
桜 

金
谷　
　

重
子

猫
入
る
ほ
ど
に
開
け
お
く
秋
の
夜 

金
谷　
　

文
恵

辛
口
の
酒
を
片
手
に
神
楽
観
る 

谷　
　

き
よ
し

ミ
カ
ン
山
袋
は
解
け
ず
尾
花
風 

ひ
の　

た
い
ら

子
ら
去
り
て
庭
を
占
め
ゆ
く
法
師
蝉 

布　
　
　

康
江

秋
夕
燒
叱
り
し
あ
と
の
肩
ぐ
る
ま 

山
下　

ス
ミ
子

吉
野
句
会
　
十
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

亥
の
子
餅
つ
い
た
記
憶
も
う
す
く
な
り 

赤
松　
　

午
子

練
り
中
止
と
ぼ
と
ぼ
も
ど
る
法
被
の
子 

稲
谷　

キ
ミ
コ

秋
簾
貝
焼
く
人
等
浜
の
昼 

上
田　

美
智
子

台
風
迫
る
衆
院
選
に
急
ぎ
足 

岡
本　
　

三
葉

紅
葉
や
あ
の
木
な
ん
の
木
紅
の
森 

竹
内　

サ
ダ
子

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
十
月
投
句
分

真
夜
中
や
三
ツ
星
光
る
城
の
址

 

須
崎
市　
　

野
中　

泰
風

　

11
月
６
日
㈪
、
県
庁
で
秋
の
勲
章
伝
達
式
が
執
り

行
わ
れ
、
中
村
時
広
知
事
よ
り
元
町
長
の
阪
本
壽
明

さ
ん
に
旭
日
双
光
章
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

阪
本
さ
ん
は
36
年
余
り
に
亘
り
、
役
場
職
員
と
し

て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
卓
越
し
た
識
見
に
よ
り
収
入
役
、
助
役
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
た
後
、
平
成
20
年
11
月
か
ら
２
期

８
年
間
、松
野
町
長
と
し
て
、町
民
と
の
和
を
基
本
に
、

特
色
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
財
政
再
建
の
傍
ら
、
中
央
診
療
所
医
師
の

確
保
対
策
や
松
野
中
学
校
校
舎
の
改
築
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
環
境
の
整
備
、
雇
用
環
境
の
改
善
の
た
め

の
企
業
誘
致
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
施
策
の
充
実

な
ど
に
傾
注
さ
れ
、
町
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
の
よ
う
な
功
績
に
基
づ
く
も

の
で
す
。

阪
本
壽
明
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
前
　
竹
葉
　
　
進
　
　
88
歳

吉
　
野
　
赤
松
金
次
郎
　
　
93
歳

吉
　
野
　
中
平
　
美
廣
　
　
83
歳

奥
野
川
　
首
藤
知
津
子
　
　
74
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

中
平
　
　
好 

松
野
町

竹
葉
　
徳
男 

松
野
町

首
藤
　
義
憲 

松
野
町

西
田
　
幸
一 

松
野
町

金
谷
　
　
亮 

松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
5

農業委員会だより（12月号）
　

農
地
転
用
の
許
可
を
得
て
所
有
権
の
移
転
や
自
宅
を

建
築
し
た
場
合
で
も
、
建
物
の
登
記
を
し
た
だ
け
で
は
、

土
地
の
登
記
上
の
地
目
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
農
地
の

ま
ま
で
す
。
こ
れ
は
不
動
産
登
記
法
と
農
地
法
と
い
う

異
な
る
法
律
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

不
動
産
登
記
法
第
37
条
で
地
目
又
は
地
積
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
所
有
者
は
１
ヶ
月
以
内
に
当
該
変
更
の

登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
が
完
了
し
て
も
地
目
変
更
登
記
を

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
目
変
更

登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
、
何
年
か
経
過
し
、
再
度
土
地

の
所
有
権
等
を
移
転
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
登
記
地
目
が

農
地
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
移
転
出
来
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。
転
用
事
業
が
完
了
し
た
ら
必
ず
法
務
局
に

地
目
変
更
登
記
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
農
地
の

利
用
状
況
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
長
年
耕
作
が
放
棄
さ

れ
森
林
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
な
ど
、
農
地
に
復
元
す

る
た
め
の
物
理
的
な
条
件
整
備
が
著
し
く
困
難
な
場
合

に
は
、
非
農
地
通
書
を
所
有
者
等
に
送
付
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記

を
し
な
け
れ
ば
登
記
上
の
地
目
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合
は
法
務
局
で

地
目
変
更
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

秋
の
味
覚
と
し
て

最
初
に
思
い
浮
か
ぶ

の
は
栗
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
農
林
水

産
省
の
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
平
成
28
年

産
の
愛
媛
県
の
栗
の

収
穫
量
は
１
，７
０
０

ト
ン
で
、
収
穫
量
に

お
い
て
愛
媛
県
は
茨

城
県
、
熊
本
県
に
次
い
で
全
国
第
３
位
で
、
栗
の
名
産

地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
下
で
は
伊
予
市
の
中
山
栗
が
有
名
で
す
が
、
南
予

地
方
で
も
栗
の
生
産
は
盛
ん
で
、
町
の
特
産
五
品
目
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
間
部
で
昼
夜
の
気
温
の
差

が
激
し
い
気
候
が
美
味
し
い
栗
の
栽
培
に
適
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
を
使
っ
た
料
理
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
食

後
の
デ
ザ
ー
ト
に
最
適
な
栗
の
渋
皮
煮
の
作
り
方
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
食
べ
る
と
口
の
中
に
栗
の
甘
さ
が
し
っ

と
り
と
広
が
り
ま
す
。
瓶
に
詰
め
て
保
存
が
出
来
る
の

で
、
使
い
勝
手
の
良
い
逸
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
い

た
だ
き
、
郷
土
の
自
然
の
恵
み
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

「
栗
の
渋
皮
煮
」
材
料

◇
栗
（
鬼
皮
を
む
い
て
） 

３
㎏

◇
重
曹　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
１
杯

◇
砂
糖（
茹
で
た
栗
の
重
さ
の
４
割
）

◇
塩　
　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
１
杯

◇
レ
モ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

１
個

《『
栗
の
渋
皮
煮
』
の
作
り
方
》

①
渋
皮
を
残
し
て
鬼
皮
を
む
く
。

② 

鍋
に
栗
が
か
ぶ
る
位
の
水
を
入
れ
、
重
曹
を
加
え
て

12
時
間
以
上
お
く
。

③ 

火
に
か
け
煮
立
っ
て
き
た
ら
弱
火
に
し
、
30
分
程
度

茹
で
て
、
そ
の
ま
ま
冷
ま
す
。
こ
れ
を
４
、
５
回
繰

り
返
す
。

④
③
の
合
間
に
渋
皮
に
つ
い
て
い
る
筋
な
ど
を
と
る
。

⑤
栗
の
重
さ
の
４
割
程
度
の
砂
糖
を
用
意
す
る
。

⑥ 

鍋
に
栗
を
入
れ
、
水
を
ひ
た
ひ
た
に
入
れ
て
火
に
か

け
る
。

⑦ 

温
ま
っ
た
ら
分
量
の
砂
糖
を
入
れ
、
弱
火
で
あ
く
を

と
り
な
が
ら
煮
る
。
そ
の
ま
ま
冷
や
す
。

⑧ 

塩
と
レ
モ
ン
１
個
分
の
搾
り
汁
を
加
え
、
弱
火
で
再

度
煮
て
そ
の
ま
ま
冷
や
す
。
も
う
一
度
火
に
か
け
、

味
を
見
な
が
ら
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
で
き
あ
が
り
。

⑨ 

冷
め
た
ら
瓶
に
詰
め
、
栗
が
汁
に
浸
っ
た
状
態
で
保

存
す
る
。
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吉
野
生
保
育
園

保育園コーナー 　

10
月
７
日
㈯
、
吉
野
生
保
育
園
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
と
一
緒

に
思
い
思
い
の
仮
装
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

防災安全コーナー

※当日（12月18日㈪）は、防災無線でもお知らせします。
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平
成
30 

年
度
入
校
選
考
（
中
期
募
集
）
の
ご
案
内

　

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
中
期
募
集
の
入
校

選
考
を
実
施
し
ま
す
。

【
科　
　

目
】　

高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２
年
間
課
程

　
　
　
　
　
　

 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車
整
備
科
、
メ

タ
ル
技
術
科

【
入
校
日
】　

平
成
30
年
４
月
11
日
㈬

【
願
書
受
付
】　

11
月
13
日
㈪
〜
12
月
８
日
㈮
必
着

【
選
考
試
験
】　

12
月
15
日
㈮
９
時
30
分
か
ら

【
合
格
発
表
】　

12
月
22
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

〒
７
９
２

｜
０
０
６
０　

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３

｜

２

☎
０
８
９
７
・
43
・
４
１
２
３

℻
０
８
９
７
・
41
・
９
８
８
０

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
又
は
加
入
し
て
い

た
可
能
性
の
あ
る
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当

た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の

有
無
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０

｜

８
０
５
５　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１

｜

24

｜

１

　
　
　
　
　
　
　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

℻
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

【
Ｈ　
　

Ｐ
】 http://rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

司
法
書
士
に
よ
る
高
齢
者
よ
ろ
ず
法
律
電
話
相
談
会

　

司
法
書
士
に
よ
る
高
齢
者
よ
ろ
ず
法
律
電
話
相
談
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
法
律
相
談

【
相
談
者
】　

民
生
児
童
委
員
・
弁
護
士

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
者
】　

人
権
擁
護
委
員

県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の
お
し
ら
せ

　

県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
り
、
感
染

防
止
、
エ
イ
ズ
へ
の
差
別
や
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
、
12
月

１
日
か
ら
７
日
を「
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無
料
・

匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合
は
当
日
30
分
程
度
で
結
果

を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※ 

通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査
は
、
毎
週

火
曜
日
10
時
〜
11
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

12
月
５
日
㈫

【
時　
　

間
】　

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

【
場　
　

所
】　

南
予
地
方
局
１
階
（
宇
和
島
保
健
所
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
８

｜

８
５
１
１　

宇
和
島
市
天
神
町
７

｜

１

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

感
染
症
対
策
係

☎
28
・
６
１
０
７　

℻ 

24
・
６
８
０
６

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

12
月
９
日
㈯　

10
時
〜
15
時

【
相
談
用
電
話
番
号
】　

☎
０
８
９
・
９
０
７
・
３
９
８
８
（
当
日
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
の
相
談
時
間
は
30
分
間

【
相
談
料
】　

無
料
。
通
話
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

【
内　
　

容
】　

高
齢
者
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

【
対
象
者
】　 

高
齢
者
・
ご
家
族
・
高
齢
者
の
生
活
支
援
に

携
わ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
司
法
書
士
会

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
８
０
６
５

県
民
総
合
文
化
祭
30 

周
年
記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

県
民
総
合
文
化
祭
30
周
年
記
念
事
業
第
一
弾
と
し
て
、
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
米
良
美
一
氏
と
松
山
市
民
吹

奏
楽
団
と
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
坊
っ
ち
ゃ
ん

劇
場
と
県
内
文
化
団
体
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、

高
校
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

12
月
23
日
（
土
・
祝
）
16
時
〜
18
時
30
分

【
場　
　

所
】　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

（
松
山
市
道
後
町
２

｜

５

｜

１
）

【
申
込
方
法
】　
入
場
整
理
券
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
６
９

え
ひ
め
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
マ
ン
ガ
で
発
信
中
！

　

若
者
の
葛
藤
や
地
元
愛
を
通
し
、〝
愛
媛
で
暮
ら
す
魅
力
〞
に

気
づ
い
て
も
ら
う
マ
ン
ガ
「
ヒ
メ
の
い
る
ま
ち
」
を
制
作
し
、
愛

媛
県
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
主
人
公
（
佐
倉
ヒ
メ
）
の
選

択
、「
愛
媛
」
か
「
東
京
」
か
、ぜ
ひ
一
緒
に
見
届
け
て
く
だ
さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/h12100/m
anga/him

e.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
総
合
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
３
０

℻
０
８
９
・
９
２
１
・
２
０
０
２
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平成30年度採用の職員を募集します。

職　種 人　数 受　　験　　資　　格

児　童
指導員 若干名

昭和53年４月２日以降生まれで、児童指導員任用資格を有する方又は平成30年３月末まで
に資格取得見込みの方
●児童指導員任用資格とは･･･
　　○　社会福祉士の資格を有する方
　　○　精神保健福祉士の資格を有する方
　　○　 学校教育法の規定による大学又は大学院で、社会福祉・心理・教育・社会のいず

れかに関する学部・研究科・学科・専攻を卒業した方
　　○　 学校教育法の規定により、小学校、中学校、高等学校又は中等教育学校の教諭と

なる資格を有する方
※ そのほか詳細については、試験案内又は「愛媛県児童福祉施設の設備及び運営に関する
基準を定める条例第60条」を参照ください。

【１次試験】

職　種 内　　　　　　　　　　容 試　　験　　日

児童指導員 教養試験（高卒程度）、事務適性検査、作文 平成30年１月13日㈯

※２次試験（面接試験）は、１次試験合格者のみに通知します。

※受験資格等の詳細は、試験案内で確認してください。

【採用年月日（予定）】　平成30年４月１日
【試験案内・志願票】　組合事務局管理課、組合福祉施設又は組合ホームページにあります。
※ 郵便で請求する場合は、「職員志願票請求」と朱書きした封筒に、返信用封筒（92円切手を貼り、宛先を書いた長
形3号サイズ）を同封し、問い合わせ先へ郵送してください。

【受付期間】下記期間の執務時間中（必着）

受付期間

12月１日～ 12月22日

宇和島地区広域事務組合職員募集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
30
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】

・
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

・
大
学
院

　

 

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

 

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

【
出
願
期
間
】　

12
月
１
日
㈮
〜
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　
　

３
月
１
日
㈭
〜
３
月
20
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
０

｜

０
８
２
６　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４

【
Ｈ　
　

Ｐ
】http://w

w
w
.ouj.ac.jp

11
月
30
日
が
納
期
限
の
税
目
等

国
民
健
康
保
険
税

第
５
期

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

11
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課 

税
務
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

町
民
課 

税
務
係　

☎
42
・
１
１
１
２

【問い合わせ先】

〒798‒8601 宇和島市曙町１番地
宇和島地区広域事務組合管理課人事係　　
☎22-8664
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医療・保健福祉情報コーナー
　インフルエンザが流行する季節となりました。インフルエンザウイルスは感染力が強く、流行が始まると年齢や
性別を問わず多くの人に感染が拡がります。インフルエンザに「かからない」、また他人に「うつさない」ためにも、
しっかり予防することが大切です。

インフルエンザと風邪の違い

主な症状

一般的な風邪 　のどの痛み、鼻水、くしゃみ、せきなどが中心で、全身症状はあまり見られません。発熱も
インフルエンザほど高くなく、重症化することはほとんどありません。

インフルエンザ
　38℃以上の発熱、頭痛、筋肉痛、関節痛などの全身症状が強く見られ、あわせて、のどの痛み、
鼻水、くしゃみ、せきなどの症状も見られます。さらに、気管支炎、肺炎などを併発し、重症
化する場合があります。

インフルエンザ予防対策
手洗い・うがい・・・帰宅後や食事前には、こまめな手洗い・うがいを心がけましょう。
せきエチケット・・・マスクを着用し、感染拡大の予防に努めましょう。
〈おさえる〉せき、くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻をおさえる。
〈そむける〉せき、くしゃみの際には周りの人から顔をそむける。
〈すぐ捨てる〉口と鼻をおさえたティッシュはすぐにフタ付きゴミ箱に捨てる。

そ　の　他
　普段から体調を整え、外出時には人混みを避けたり、室内では空気を入れかえたりすることも大切です。予防接
種も必要に応じて受けましょう。もしも、インフルエンザかな？と思った時には早めに医療機関を受診しましょう。

診療所でのインフルエンザ予防接種について
平成29年は、下記のとおり実施していますのでご利用ください。　　

場　所 中央診療所 目黒診療所 吉野診療所 谷口診療所

実 施 期 間 12月28日㈭まで
（土・日・祝日は除く） 12月７日㈭ 12月14日㈭ 12月21日㈭

実 施 時 間
16時～ 17時
※ 診察がある場合は診察時に接
種できます。

13時30分～ 15時

料 　 金
65歳以上 １回　１，０００円　
３歳～64歳 １回　４，４００円
１歳～２歳 １回　２，３００円　※12歳以下の方は２回接種をおすすめします。

持 参 品 65歳以上の方は、送付されている問診票を持ってきてください。

問い合わせ先 中央診療所　☎42-0707

暮らしに役立つ

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～ 11時30分  12時～ 17時
診療時間　９時～ 12時　　　14時～ 17時15分
○ 土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください）
○ 健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせ
ください。

きちんと
マスク

しっかり
手洗い
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　強風・大雨・降雪時に道路（車道・歩道）への倒竹木や枝の垂れ下がりによって、歩行者や車両の通行に支障を
きたすことがあります。また、道路標識やカーブミラー等が見えにくくなり、交通事故の原因となります。
　私有地に生育している樹木等は土地所有者の管理物であり、道路に隣接する個人宅から張り出した庭木・生垣・
山林・草木が原因（倒木・枝等の落下・落雪等）で、けがや物品の損傷を招く事故が発生した場合には土地所有者
が賠償責任を問われる場合があります。
　道路には通行の安全確保のため「建築限界」が定められており、通行車の安全と事項防止のため、自己所有地を
確認し、所有者の責任において剪定・伐採等適切に管理をお願いします。

建築限界とは…
道路法第30条及び道路構造令第12条において、道路の安全を確保するため
◎車道の上空 4.5m
◎歩道の上空 2.5m
の範囲内に障害となるものを置いてはならないとしています。これを「建築限界」と言います。

道路への倒竹木や張り出している枝（支障木）の伐採について

私 有 地 歩 道 私 有 地車 道

2.5ｍ2

4.5ｍ

建築限界の範囲
歩道の上空 2.5 m
車道の上空 4.5 m

【問い合わせ先】　建設環境課　☎42-1115 

　衆議院議員総選挙は、平成29年10月22日に投票が行われ、即日開票されました。
　投・開票の結果は、次のとおりです。

◎有権者数及び投票率（小選挙区）
有権者数 3,559
投票者数 2,572
投票率 72.27

◎衆議院小選挙区選出議員選挙結果

候補者氏名 得票数

山本　公一 1,256
桜内　文城 1,123
西井　直人 144
合　計 2,523

平成29年10月22日執行
第48回衆議院議員総選挙結果

◎衆議院比例代表選出議員選挙結果

名簿届出政党等の名称 得票数 名簿届出政党等の名称 得票数

幸 福 実 現 党 6 希 望 の 党 650 

日 本 共 産 党 98 社 会 民 主 党 50 

立 憲 民 主 党 283 日 本 維 新 の 会 71 

自 由 民 主 党 967 公 明 党 338 

合　　計 2,463 

※最高裁判所裁判官国民審査の投・開票結果は紙面の都合により省略
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屋外の水道など メーターボックス(量水器) ボックス内部 メーター拡大図

水道メーター

止水栓 水道を使用していると、
ここが回転しています。
水道を使用していないと
きにここが回転している
と漏水の可能性がありま
すので、よく確認しまし
ょう！

滞納処分が行われる前に、自主的な納税をお願いします。
【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎42-1112（直通）

差し押さえ不動産の合同公売会の実施について
11・12月は「市町村税・県税　一斉滞納整理強化期間」です。
以下の日程で不動産の合同公売会を開催予定ですので、ぜひご参加下さい。
不明な点等あれば、お気軽にお問い合わせ下さい。
【日　　時】　12月6日㈬　13時から
【場　　所】　県中予地方局　７階　大会議室
【問い合わせ先】　詳細は、次のホームページ又は電話でお問い合わせください。
○　愛媛地方税滞納整理機構
　　松山市一番町四丁目１番地２　☎089-913-5800
　　http://www.ehime-kikou.jp/
○　高松国税局　特別整理第一部門
　　高松市天神前２番10号　高松国税総合庁舎　☎087-831-3111　
　　http://www.nta.go.jp

只今「滞納整理強化中」

　例年、冬場の気温低下が原因で水道管の凍結や破裂による漏水が多く発生します。屋外、日の当たらない場所、
風当たりの強い場所、管がむき出しになっている場所は特に注意が必要です。
　これから冬本番を迎えるに当たり、水道管の凍結や破裂を防ぐため、下記のとおり今のうちに対策をお願いします。
１　水道管・メーターを確認 
　 　まずは、ご自宅の周辺にある上記のような場所の水道管、メーターの場所を確認しましょう。

２　屋外水道管やメーターの保温
　むき出しの水道管は、発泡スチロール製などの保温材や布など保温効果のある資材で保温してください。
　鉄製のメーターボックスの場合は、発泡スチロールや布などの保温材を入れましょう。
※保温資材は、ホームセンター等で販売しています。また、個人で 設置が難しい場合は、業者等へご相談ください。
３　凍結・破裂した場合は？
　凍結の場合、自然にとけるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせ、ぬるま湯をゆっくりかけてください。

※熱湯はやけどの恐れや蛇口・水道管が破損する場合があります！
　破裂した場合、破裂した場所を確認し、メーターボックス内の止水栓を閉めて水を止めます。その後破裂した部
分に布やテープ等をしっかり巻き付け、応急修理をした後に修理を依頼してください。

※水道メーターから家庭側は個人での修理となります！

４　水道に関する修理は？
　水道の修理は、「給水装置主任技術者」の免許を持った業者しかできません。修理を依頼する場合は、必ず町指定
業者にお願いします。また、個人での修理は応急修理に止めておいてください。

町
指
定
業
者

金谷建設(合) ☎42-1033 渡辺電機 ☎42-0287
㈲森岡デンキ ☎42-0120 下田建設㈲ ☎43-0016
(名)松野建設 ☎42-0244 加藤設備 ☎42-1470
㈱松野興産 ☎42-0033 ㈱ホソカワ ☎42-1168
中山産業㈱ ☎42-0045 松本電気 ☎42-1415
南予開発㈲ ☎20-5050 若宮電工 ☎42-0354

【問い合わせ先】　建設環境課　☎42-1115

水道管の凍結にご注意ください！

※ タイヤロックによる滞納整理の一例
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

12月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火  延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木  松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 金

２ 土

３ 日 松野西・東小学校学芸会 当 友松外科・胃腸科☎22-0410当山本内科医院☎22-5100
当 上田小児科･外科☎25-0100当 鬼北町国保愛治診療所☎46-0005

４ 月

５ 火

６ 水 粗大ごみ収集日／延野々集会所（９：30 ～ 11：00）

７ 木

８ 金

９ 土

10 日 粗大ごみ収集日／松野町役場（９：00～ 11：00）当鎌 野 病 院☎24-6611当楠 崎 内 科☎24-2211
当山下小児科☎23-0055当 鬼北町国保三島診療所☎48-0074

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日 松野南小学校学習発表会 当 河野整形外科クリニック☎22-1822当 中山内科胃腸科☎22-0707
当こおり小児科☎24-5633当 いしむら整形外科☎20-6635

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土 天皇誕生日 当しませ医院☎27-1888当 石川循環器科内科☎20-0320
当こばやし小児科☎23-1150当市立吉田病院☎52-0611

24 日 当二宮整形外科☎25-8600当兵頭内科医院☎25-2772
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当 旭川荘南愛媛病院☎45-1101

25 月 小中学校終業式

26 火

27 水

28 木

29 金 ごみ収集年内最終日　※ごみ収集休業日（12 / 30 ～１/３）

30 土

31 日 当小川クリニック☎23-3599当和霊町松浦内科☎23-1510
当 上田小児科･外科☎25-0100当市立津島病院☎32-2011
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